
トウモロコシの収穫（伊自良地域）
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8月

10日（木） 13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

21日（月） 13:00～15:00
ふれあい

センター

人権擁護相談

21日（月） 13:00～15:00
ふれあい

センター

行政相談

毎週
木曜日

9:00
～12:00

美山山村開発
センター

ハッピーライフ（結婚）相談

15日（火） 10:00～15:00 美山中央公民館

社会保険相談
6日（日）

13日（日）

20日（日）

27日（日）

加藤医院 岐阜市向加野

不破クリニック 岐阜市太郎丸

臼井内科医院 山県市富永

早川胃腸科外科クリニック 山県市岩佐

058―243―1114

058―229―6081

0581―52―2030

0581―52―1212

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

04日（金）

07日（月）

受付13:00
～14:00

（伊）老人福祉
センター

ふれあい
センター

はみがきけんしん（フッ素塗布）

10日（木）

21日（月）

受付10:00
～11:00

受付10:00
～11:00

（伊）老人福祉
センター

構造改善
センター

乳幼児相談

24日（木）ふれあいセンター

すこやか相談
（予約必要：健康課　　22―6839）

24日（木）受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　　22―6837）

9月5日までの予定
休 日 診 療：3日（日） あらいクリニック　山県市高富

23- 1188
子宮頚がん検診：1日（金） 受付 13:15～14:00 美山支所
乳 が ん 検 診：5日（火） 受付 13:00～14:00 西武芸公民館

10日（木）
受付13:00
～14:00

（伊）老人福祉
センター

乳がん検診（集団検診）

21日（月） 構造改善
センター

受付10:00
～正午

受付13:30
～16:00

（株）平和堂東海
高富店

献　血

25日（金）
（株）ファミリースーパー
マルキ 高富店

03日（木）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

子宮頚がん検診（集団検診）

18日（金）受付10:00～13:30
ふれあい

センター

妊婦学級

22日（火） 受付10:30～13:00
ふれあい

センター

離乳食教室

BCG

予防接種

23日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

30日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

09日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

23日（水）受付13:30～13:45
構造改善

センター

02日（水）受付13:00～14:00
ふれあい

センター

23日（水）受付13:00～13:15
構造改善

センター

23日（水）受付14:00～14:15
構造改善

センター

10・11か月児健診

乳幼児健診

3歳児健診

1歳6か月児健診

3・4か月児健診

31日（木）受付13:15～14:00
ふれあい

センター

子宮頚がん検診（医療機関検診）は
8月～12月に変更となりました。
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よ
う
に
装
い
、
警
察
官
役
・
弁

護
士
役
・
保
険
屋
役
・
親
族

役
・
暴
力
団
役
な
ど
が
代
わ
る

代
わ
る
電
話
口
で
、
巧
妙
な
話

術
を
使
っ
て
そ
の
日
の
う
ち
に

銀
行
口
座
へ
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る
よ
う
仕
向
け
て
く
る
事
案

も
あ
り
ま
す
。

「
自
分
は
絶
対
に
だ
ま
さ
れ

な
い
！
」
と
言
っ
て
い
て
も
、

あ
な
た
の
や
さ
し
い
心
を
見
抜

き
ど
こ
ま
で
も
つ
け
込
ん
で
き

ま
す
。

電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
知

ら
な
い
人
だ
っ
た
ら
、
ま
ず
は

落
ち
着
い
て
ひ
と
呼
吸
、
冷
静

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

パソコンや携帯電話にくるメ
ールにも注意しましょう。
この手口は、無理やり「身に
覚えがないとは言わせない」と
いった内容で、サイト入会料な
どを請求してきます。
自分の知らないアドレスから
のメールは開かないことです。
URLを開いた時点で請求画

面になる場合もあります。不審
なメールは安易に開かないこと
です。そして、返信しないこと
を心がけましょう

家
族
を
心
配
す
る
人
間
の
情

け
に
つ
け
込
ん
で
人
を
パ
ニ
ッ

ク
に
陥
れ
金
銭
を
だ
ま
し
取
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」
は
、
次
々

に
手
口
を
変
え
て
い
る
た
め
、

被
害
に
遭
う
人
が
増
え
つ
つ
あ

り
ま
す
。

た
と
え
振
り
込
め
詐
欺
に
つ

い
て
の
知
識
が
あ
っ
て
も
、
突

然
か
か
っ
て
く
る
電
話
に
驚
き
、

冷
静
な
判
断
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

あ
た
か
も
事
件
が
起
こ
っ
た

ま
だ
ま
だ
続
く

「
振
り
込
め
詐
欺

（
オ
レ
オ
レ
詐
欺
）」

法律文書風の語句を使

用。この他に督促通知

書、未納金請求書などが

あります。� ほとんど請求金額やその

利用明細がきちんと記載

されていません。�

自宅や会社に回収に行く

などと不安をあおぐような

言葉です。�

担当直通として携帯電話

番号が書かれていること

もあります。�

代表取締役の氏名、住

所、固定電話番号の記載

がないのが変だと思いま

せんか。�

もっともらしい会社名な

どが記載されています。�

いかにも存在しそうな省

庁の名前が記載されてい

ます。�

電話をかけてはダメ！！�
個人情報の取得や恐喝
が目的で電話連絡させ
ようとします。�
電話をすると相手に着
信履歴が残るため、今
度は頻繁に電話をかけ
てくるようになり違っ
た形での被害者となり
ます。�

身に覚えのない請求書や�
ハガキが届いていませんか？�

0120-×××-×××
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消
費
者
に
、
身
に
覚
え
の
な

い
代
金
の
支
払
い
を
求
め
る

『
架
空
請
求
』
は
、
こ
こ
数
年

に
わ
た
っ
て
横
行
し
て
い
ま
す

が
、
今
月
に
入
っ
て
か
ら
、
県

内
各
地
で
新
し
い
手
口
の
架
空

請
求
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
よ
う
に
、
代
金
を
振

り
込
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
郵

便
物
の
受
取
時
に
そ
の
場
で
支

払
い
を
さ
せ
る
『
代
金
引
換
郵

便
』
を
悪
用
し
た
、
大
変
巧
妙

か
つ
悪
質
な
手
口
で
す
の
で
、

被
害
未
然
防
止
の
た
め
情
報
提

供
し
ま
す
。

「
交
通
事
故
を
起
こ
し
た
の

で
相
手
の
入
院
費
を
今
す
ぐ
振

り
込
ん
で
欲
し
い
」
と
か
「
交

通
事
故
の
示
談
金
と
し
て
今
す

ぐ
お
金
を
振
り
込
ん
で
欲
し
い
」

「
よ
そ
の
お
子
さ
ん
に
ケ
ガ
を
さ

せ
た
の
で
、
今
す
ぐ
お
金
を
振

り
込
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
治
療

や
手
術
が
で
き
な
い
」
な
ど
と

い
う
言
葉
に
、「
ど
う
し
よ
う

…
」
と
家
族
を
助
け
る
こ
と
し

か
考
え
ら
れ
な
く
な
り
お
金
を

振
り
込
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。

『
今
す
ぐ
』
と
言
う
言
葉
が

出
て
き
た
ら
、
だ
ま
さ
れ
て
い

る
と
疑
い
ま
し
ょ
う
。

「商品購入の際に事業者に登録した個人情報を抹消するために、費用（約5万

円）がかかる」と記載されたハガキが届いた。架空請求のようなので、無視した

いがハガキには、「数日後に、情報削除依頼書等を代金引換郵便で送るから、代金

支払いの上、必ず受け取るように」とも書かれている。郵便が届いたらどのよう

に対応すれば良いか。

①代金引換郵便であっても、身に覚えのな
い内容の郵便は受取拒否ができます。
②家族あてに届いた代金引換郵便は、本人
が本当に注文したものかを確認できる
まで、受け取りを保留できます。よく
確認せずに受取り、支払いをすること
は大変危険ですので、十分注意しまし
ょう。
③代金引換で商品を購入した場合は、その
旨を家族によく話しておくと無用なト

ラブルを防ぐことができます。日頃か
ら、家族間のコミュニケーションを取
っておきましょう。
④万が一、身に覚えのない代金引換郵便を、
誤って受け取り、支払いをしてしまった
時は、速やかに郵便局に事情を話して返
金を求めましょう。

※もし返金されない場合は、最寄りの警察
署に被害届を出しましょう。

◇◆◇消費者の皆さんへのアドバイス◇◆◇

【相談事例】

「
代
金
引
換
郵
便
」
を

悪
用
し
た
架
空
請
求
に

ご
注
意
を
！

『
今
す
ぐ
』
こ
の
言
葉
に

だ
ま
さ
れ
な
い
で

・
「
こ
の
こ
と
を
ほ
か
の
人
に

は
絶
対
言
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
て
も
、
電
話

を
切
っ
た
後
、
必
ず
本
人
や

家
族
、
警
察
に
連
絡
す
る
。

・
即
日
振
り
込
み
は
絶
対
に
し

な
い
。

・
ひ
と
り
で
行
動
は
し
な
い
。

・
泣
き
や
脅
し
に
だ
ま
さ
れ
な

い
よ
う
に
慌
て
ず
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
。

・
警
察
官
や
裁
判
所
職
員
な
ど

を
名
乗
っ
た
場
合
は
、
署
名

と
課
名
を
聞
き
そ
の
警
察
署

や
裁
判
所
な
ど
に
確
認
す
る
。

・
折
り
返
し
電
話
を
す
る
と
言

っ
て
相
手
の
連
絡
先
を
聞
く
。

・
電
話
番
号
を
聞
い
て
も
自
分

で
は
電
話
を
し
な
い
。

岐阜県
県民生活相談センター

058-277-1001
058-277-1003

（消費生活相談専用ダイヤル）

総務課　 22－6820

困ったときの
お問い合わせは
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こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
皆
さ
ん
に
地
震
・

気
象
・
防
災
に
関
す
る
情
報
を
配
信
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

今
ま
で
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
登
録
の
み

で
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
携
帯
電
話
か
ら
も

登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
の
情
報
の
み
配
信
す
る
こ
と
も

で
き
、
ご
登
録
い
た
だ
く
と
、
お
手
持
ち

の
携
帯
電
話
に
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

○
気
象
情
報
（
地
震
・
台
風
・
警
報
な
ど

の
情
報
）

○
自
主
運
行
バ
ス
情
報
（
災
害
発
生
時

に
お
け
る
運
休
情
報
）

○
防
災
情
報
（
災
害
に
関
す
る
情
報
）

○
通
行
止
め
情
報
（
災
害
発
生
時
に
お

け
る
国
県
道
の
通
行
止
め
情
報
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
料
は
無
料

で
す
が
、
メ
ー
ル
送
受
信
な
ど
各
携

帯
電
話
会
社
の
パ
ケ
ッ
ト
通
信
料
が

か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
画
面
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
　
　

22
―

6
8
2
0

入力した内容に間違いがないか、�
確認してください。�
よければ『はい』、�
入力し直す場合は『いいえ』を押�
し図4からやり直してください。�
�
図5

氏　　名�
山県　　太郎�
居住区�
高富地域�
メールアドレス�
yamagata＠dokomo.ne.jp�
 パスワード�
1234�
�
　　希望する配信情報�
気象情報（地震・台風・警�
報等の情報）�
自主運行バス情報（災害発�
生時における運休情報）�
防災情報（災害に関する情�
報）�
通行止情報（災害発生時に�
おける国県道の通行止め情�
報）�
登録してよろしいですか？�
�
　　　　は　　い�
　　　 い  い  え�

新　規　登　録�

�

登録したメールアドレスへ�
c-info＠yamagatabousai.jp�
から確認メールを送りました。�
�
図6

メインメニューへ戻る�

登録確認のメールを配信しました�

�

山県市防災ネット�
メール情報サービスのご利�
用ありがとうございます。�
山県　太郎さんの登録情報�
は�
気象情報と自主運行バス情�
報と防災情報と通行止情報�
です。�

登録後、このようなメールが届けば登録�
完了です。�
しばらくしても届かない人はドメイン拒�
否などの設定がされていませんか？�
登録したメールアドレスは間違っていま�
せんか？�
変更登録画面から登録内容を確認してく�
ださいね！�

図7、8

メールアドレス�
�
＠�
パスワード�
�
確認�

変　更　登　録�

�

メールアドレス�
�
＠�
パスワード�
�
確認�

登録済みの内容を変更・削除する場合は、図3から�
『変更登録』または『登録削除』を選んでくださ�
い。�
登録したメールアドレスとパスワードで変更・削�
除することができます。�

登　録　削　除�

登録お疲れさまでした。�
山県市防災情報ネットワークシステム�
のお知らせが配信されるようになりま�
した。�
IDとパスワードは忘れないようにして�
ネ！！�
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阪
神
・
淡
路
大
地
震
で
は
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

八
割
以
上
の
人
が
倒
壊
家
屋
に
よ
る
圧
死
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
何
時
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。」

と
言
わ
れ
て
い
る
東
海
・
東
南
海
地
震
に
対
し

て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
性
の
向
上
は
地
震
対
策
の

う
え
で
必
要
不
可
欠
で
す
。

木
造
住
宅
耐
震
診
断

耐
震
補
強
工
事
補
助
事
業

こ
の
補
助
制
度
は
、
一
定
の
期
間
に
建
築
し
た

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
に
つ
い
て
具
体
的
な
内
容
は
、「
広
報
や

ま
が
た
六
月
号
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
ご
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

この無料相談会は、10月1日　に行われる「ふる
さと栗まつり」の会場内においても行う予定です。

問い合わせ先：管理課　　22-6831

無料相談会
木造住宅耐震診断・耐震補強

にかかる相談会を行います

図1

～登録方法～�

　用意するもの�

　1.  WEBアクセス、メール受信が可能�

　　 な携帯電話�

http：//www.yamagatabousai.jp/

登録を始める前に……�
メールの受信拒否等はされていませ�
んか？�
system＠yamagatabousa i . jp�
c- info＠yamagatabousa i . jp�
このアドレスが受信できるように�
アドレス拒否、ドメイン拒否などの設�
定をしてください。�

登録準備ができたら�
www.yamagatabousai.jp/�
へ　アクセスしてネ！�

www.yamagatabousai.jp/�
へ　アクセスしてください。�
 図2

山県市民向け�
地震・気象・防災情報�
ネットワークシステム�

このシステムは、市民の�
皆様に地震・気象・防災�
に関する情報を配信する�
為のものです。�
［配信される情報］�
○気象情報（地震・台風�
・警報などの情報）�

することも出来ます。�
ご登録いただくと、お手�
持ちの携帯電話に情報が�
配信されます。�

画面下部の『配信情報を希望する』�
を押してください�

情報配信を希望する�

メインメニューです。　　 図3

山県市民向け�
地震・気象・防災情報�
ネットワークシステム�

配信先の新規登録�
新規登録�

配信先の変更登録�
変更�

配信先の登録削除�
削除�

メインメニュー�

氏名、居住区、配信先の携帯メール�
アドレス（＠の前まで）を入力をし�
てください。�
アカウントはプルダウンで選択でき�
ますので、選択してください。�
バスワードは4桁で入力してくださ�
い。�
配信希望の情報に□を入れてくださ�
い。�
入力内容に間違いがなければ『新�
規登録』を押してください。�
登録したメールアドレス、パスワー�
ドは変更、削除時に必要になります�
ので忘れないようにしてください！！�

図4

氏名、お住まいの地域、配�
信先携帯メールアドレス、�
登録内容を変更・削除する�
時の為のパスワードを4桁�
で入力し、希望配信情報に�
チェックして登録ボタンを�
押してください。�
氏　　名�
�
居住区�
  こちらから選んでください�

メールアドレス�
　　　　　　　　　　 ＠�
�
パスワード�
�
配信希望情報�
～希望する情報にチェック�
してください～�
□気象情報�
　（地震・台風・警報等の�
　情報）�
□自主運行バス情報�
　（災害発生時における運�
　休情報）�
□防災情報�
　（災害に関する情報）�
□通行止情報�
　（災害発生時における国�
　県道の通行止め情報）�
　　　　新規登録�

新　規　登　録�

�

�

（日）
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市
で
は
、
第
二
次
山
県
市
行
政
改
革

大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
し
行
政

改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
平
成
十
七
年
度
の
実
施

計
画
取
組
状
況
を
検
証
し
、
よ
り
一
層

の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、

実
施
計
画
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

1

平
成
十
七
年
度
　
山
県
市
行
政
改

革
大
綱
実
施
計
画
進
捗
状
況

2

実
施
項
目
の
追
加

・
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
自
立
支
援

山
県
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
事
務

を
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
主
組
織

の
自
立
意
識
の
向
上
及
び
活
動
の
促
進

と
充
実
を
図
る
。

・
学
校
適
正
規
模
の
検
討

少
子
化
等
で
児
童
・
生
徒
数
が
減
少

す
る
中
、
教
育
効
果
を
高
め
、
教
育
環

境
な
ど
の
適
正
な
規
模
を
検
討
す
る
た

め
、
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員
会
を

設
置
し
、
方
向
性
を
検
討
す
る
。

・
保
育
園
調
理
業
務
の
方
法
検
討

山
県
市
立
保
育
園
で
の
給
食
の
一
層

の
質
的
向
上
と
、
効
率
的
な
運
営
を
図

る
た
め
、
学
校
給
食
と
併
せ
て
調
理
業

務
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

・
学
校
給
食
（
調
理
）
方
法
の
検
討

学
校
給
食
の
よ
り
一
層
の
質
的
向
上

と
効
率
的
な
運
営
を
図
る
た
め
、
現

在
、
市
職
員
が
行
っ
て
い
る
学
校
給
食

調
理
業
務
に
つ
い
て
、
委
託
方
式
を
含

め
比
較
検
討
す
る
。

・
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
制
度
）
の
導
入

市
の
重
要
な
施
策
等
の
策
定
や
変
更

を
行
う
際
に
広
く
意
見
を
求
め
る
意
見

公
募
手
続
制
度
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
制
度
）
を
導
入
し
、
市
政
へ
の
市
民

参
画
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に

対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
し
、
行
政
運

営
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
。

・
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

社
会
福
祉
法
に
定
め
ら
れ
る
「
市
町

村
地
域
福
祉
計
画
」
を
地
域
の
特
性
に

応
じ
、
行
政
の
役
割
を
明
確
に
し
な
が

ら
、
市
民
の
参
加
と
行
動
を
得
て
策
定

し
、「
地
域
住
民
で
支
え
る
地
域
住
民

の
た
め
の
社
会
福
祉
」
を
目
指
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
策
定
す
る
地
域

福
祉
活
動
計
画
と
、
生
活
課
題
や
社
会

資
源
の
状
況
、
地
域
福
祉
推
進
の
理
念

な
ど
に
つ
い
て
、
共
有
化
を
図
る
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
策
定
に
取

り
組
む
。

・
経
営
体
質
の
改
善

独
自
の
運
営
で
他
の
機
関
と
比
較
さ

れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
土
地
開
発
公
社

に
つ
い
て
、
第
三
者
機
関
の
点
検
評
価

を
受
け
、
経
営
体
質
改
善
を
行
い
、
活

性
化
を
図
る
。

土
地
開
発
公
社
の
事
業
に
つ
い
て
、

公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
透
明
化
を
図
り
、

市
民
の
理
解
を
図
る
よ
う
方
法
を
検
討

す
る
。

土
地
開
発
公
社
の
理
事
報
酬
、
費
用

弁
償
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

平
成
十
七
年
度
に
お
け
る
実
施
計
画

の
取
組
状
況
と
実
施
計
画
改
訂
の
全
容

に
つ
い
て
は
山
県
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
ま
す
。

六
月
二
十
二
日
、
こ
れ
か
ら
の
山
県

市
の
学
校
教
育
や
学
校
の
適
正
規
模
な

ど
を
検
討
す
る
第
一
回
学
校
適
正
規
模

等
検
討
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
の
交
付
後
、
岐
阜
大
学
教
育

学
部
副
学
部
長
小
井
土
由
光
教
授
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

平
田
久
美
子
教
育
委
員
長
よ
り
、
小
井

土
委
員
長
に
諮
問
伝
達
が
な
さ
れ
、
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
内
容
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、
山

県
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

学
校
適
正
規
模
等

検
討
委
員
会
の
立
ち
上
げ

※進捗度　　0検討の結果実施しない　　1未着手
2予定より遅れている　　　　3予定どおり進んでいる
4予定より早く進んでいる　　5完了

※進捗度 0 1 2 3 4 5 計
件　　数 0 2 19 38 1 9 69
割合（％） 0.0 2.9 27.5 55.1 1.5 13.0 100

①進捗度内訳

節減額合計　107,366千円
○経費節減効果のあった項目
経常的経費の見直し　27,166千円
補助金の見直し　2,000千円　　職員数の削減　78,200千円

②経費節減額

第
二
次
　
山
県
市
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
を
改
訂
し
ま
し
た
（
概
要
）
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老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
と
き
に
自
分

で
支
払
う
費
用
（
一
部
負
担
金
）
は
、
外
来
（
在
宅
医
療

を
含
む
）・
入
院
と
も
、
か
か
っ
た
費
用
の
一
割
で
す
。

（
注
1
）
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の

自
己
負
担
は
、

2
割
か
ら
3
割
に
な
り
ま
す
。

10月から

一定以上
の所得が
ある人

一般また
は低所得
の人

●所得に応じて自己負担割合などが決まりますので、
忘れずに所得の申告をしましょう。

所得によって負担が異なります

（注1）一定以上の所得がある人
同一世帯に一定の所得（課税所得が145万円）以

上の70歳以上の人または老人保健でお医者さんにか
かる人がいる人。
ただし、70歳以上の人および老人保健でお医者さ

んにかかる人の収入の合計が、2人以上の場合は520
万円未満、1人の場合は383万円未満であると申請し
た場合は「一般」の区分と同様となり、1割負担と
なります。

（注2）低所得Ⅱ
同一世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課

税の人。

（注3）低所得Ⅰ
同一世帯の世帯主および世帯員全員が住民税非課

税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の
所得は控除額を80万円として計算）を差し引いたと
きに0円となる人。

年収例

●単身世帯で年金収入のみの場合…… 80万円以下

低所得Ⅰ、Ⅱの人は入院の際に「限度額適用・標
準負担額減額認定証」の申請が必要となります。

8月から
判定基準が変わ
りましたこ ん な と き は

入院時の食事代について
入院したときの食事代は、1食分として定められ

た額を支払います。
入院時の食事代の標準負担額（1食）
●一般、（注1）一定以上の所得がある人… 260円
●（注2）低所得Ⅱ
90日までの入院…………………………… 210円
過去12か月の入院日数が
90日を超える入院………………………… 160円
●（注3）低所得Ⅰ………………………… 100円

※（注1）（注2）（注3）については
右の説明をご覧ください。

療養病床に入院する場合
療養病床に入院する場合は、介護保険で入院して
いる人との負担の均衡を図るため、介護保険は同額
の食費、居住費を負担します。
●食　費　　　42,000円

（食材料費および調理コスト相当）
●居住費　　　10,000円（光熱水費相当）

高額の治療を長期間続ける場合
高額な治療を長期間継続して行う必要がある先天
性血液凝固因子障害の一部・人工透析が必要な慢性
腎不全・血液凝固因子製剤の投与に起因するHIV
感染症の人は、「特定疾病療養受療証」を病院などの
窓口に提出すれば、毎月の自己負担額は10,000円ま
でとなります。

1割 2割

1割 3割

10月から
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7月1日、NPO法人ドングリ会主催の、青波
福祉プラザオープンイベントが開催され、市内
外から約300人が参加。オカリナなどの楽器演
奏、エアロビクス、輪投げゲームや工作教室な
どで楽しみました。
同会は、今年4月同プラザの指定管理者に決

まり、5月にNPO法人格を取得されました。
地域住民の憩いの場「喫茶ドングリの森」と

子育て中の母親が託児を活用しながら料理や手
芸などの講座を楽しむことができる「めばえ広
場」があり、どなたでも参加できます。

どなたでも参加できます　
青波福祉プラザオープン

6月20日、梅原小学校で「夢に向かって努力
することの大切さを学ぼう」と全盲の原好幸さ
ん（岐阜市）を招いて、仲良し福祉集会が行わ
れました。
児童が中心となった企画で、前もってアイマ

スクを使って目の見えない不自由さを体験。
この日は、「トルコ行進曲」など4曲の演奏と

同校の校歌など3曲を児童の合唱にあわせて演
奏しました。児童は「自分たちは目が見えるの
に努力をしません、原さんのように努力してが
んばりたいです」と話していました。

優しい音色にうっとり　
原好幸さんピアノ演奏会

7月8日、古田紹欽記念館で七夕さらさら会
が行われ、オリジナルうちわ作りに市内から小
学生19人が参加。また、お茶会には42人の親
子が参加しました。
うちわ作りは、マーブリング（水に好きな色

の液体を落とし、竹串で混ぜる）でできる不思
議な模様を和紙に吸い取り、和紙を骨組みに張
り付け完成。
子どもたちは、世界に一つしかない模様のう

ちわを眺めにっこり。「家族の分もつくってあ
げたい」と笑顔いっぱいの子もいました。

きれいな模様になりました
オリジナルうちわ作り
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7月2日　、第22回全国小学生陸上競技交流
大会、岐阜県予選会が岐阜メモリアルセンター
陸上競技場で行われました。
TSC（たかとみスポーツクラブ）小学生陸上

競技スクールから多くの選手が参加し、ベスト
を尽くしました。
上位入賞者の記録
男子5年生100m 2位 横山智之（富岡小）
男子5年生100m 5位 森　謙人（三輪南小）
女子6年生800m 5位 小野島桃子（高富小）
男子100mリレー 5位
肥後隼大（富岡小） 深尾啓吾（富岡小）
横山智之（富岡小） 高橋良太（方県小）

練習も大会も頑張りました　
TSC小学生陸上競技スクール

7月4日、市内の小学生が交通安全を祈願し
て書いた短冊を交通安全女性のメンバーが笹に
取り付けました。
たくさん寄せられた短冊には、「車には気を

つけます」「家族が事故に遭わないように」な
ど、交通事故のないまちを願う気持ちが込めら
れていました。
できあがった七夕飾り6本は、山県警察署や

公民館、市役所などに飾られました。皆さんの
願いが天まで届きますように。

天まで届け短冊の願い　
市交通安全女性メンバー七夕飾り

7月2日、文化の里花咲ホールで小池準一＆
村上尚美ジョイントコンサートが行われました。
テューバは、金管楽器の中でもっとも低い音

域を受け持つとても大きな楽器で、吹奏楽でも
なくてはならない楽器です。
テューバ奏者の小池さんは岐阜市出身、ソロ

活動や中学校と高校の講師として、村上さんは
市内在住でピアノ演奏者として活躍されていま
す。この日は、小池さんの呼びかけで設立され
た「山県フェスティバルバンド」と岐阜城北高
校吹奏楽部が参加。吹奏楽の響きと共に、会場
内は楽しい雰囲気に包まれました。

とても大きな楽器テューバ
小池準一＆村上尚美ジョイントコンサート

（日）
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6月15日、富波小学校で公共ホール活性化事
業として、地域の文化活動の環境づくりを目的
に、マリンバ奏者の浜まゆみさんとピアノ奏者
の羽田めぐみさんを招いて、「マリンバとピア
ノコンサート」が行われました。
児童らは、初めて聞くマリンバの音色と足に

鈴をつけ演奏する浜さんの器用さに感動。
最後に、全員で「パラゴンラグ」の曲に会わ

せて手拍子、頭、手拍子、肩…とリズミカルに
体を動かし楽しみました。

リズムに合わせて、軽やかに　
公共ホール活性化事業

6月3日～5日までの3日間、山県高校が地元
商工会の協力を得て、生徒に働く意義を学んで
もらおうとインターンシップを実施。3年生137
人が、57事業所で職場体験を行いました。
西武芸保育園では、3人の男子生徒が研修に

訪れ園庭での遊びやお昼寝、給食の配膳と先生
たちに混ざって体験。お昼寝をする園児たちを
前に、絵本を読んであげる姿もありました。
生徒らは、「小さい体でもパワーのある園児ら

を相手に困惑しましたが、園児とかかわる中か
ら、あいさつの大切さや人に接するときの心の
持ち方などを学びました」と話してくれました。

働くことの大切さ学びました　
山県高校インターンシップ

このほど宇野實雄さん（大桑）から、市の社
会福祉事業に役立ててくださいと寄付をいただ
きました。
「特に福祉事業の充実と推進が重要とされて

いるなか、このようなご厚意をいただき深く感
謝いたします。今後も社会福祉事業推進を図っ
ていきます」と市長がお礼の言葉を述べられま
した。
宇野さんには、7月7日に感謝状が贈られま

した。

宇野實雄さんに感謝状
社会福祉資金として寄付
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6月17日、たかとみスポーツクラブが設立5
周年を記念して、J1サッカーチーム大分トリニ
ータの梅田高志選手（岐阜県出身）ら5人を招
いて、市総合グラウンドと高富中学校グラウン
ドで「ふれあいサッカー教室」を行いました。
スポーツクラブ会員の小中学生ら約200人が

参加し、リフティングやドリブルなど各コーナ
ーに分かれて練習。また、ゴール裏側で見た梅
田選手のシュートのスピードに歓声を上げてい
ました。参加者は、あこがれのJリーグ選手と
交流を深めながら、技術の向上に励みました。

あこがれのJリーグ選手に一対一の挑戦
ふれあいサッカー教室

7月1日、第56回「社会を明るくする運動」
強調月間の宣誓式が市役所で行われました。
宣誓式の後、市内の保護司や更正保護女性の

会、BBS会が中心となり、市内の公共施設や保
育園を巡回。風船を配りながら、犯罪のない明
るい地域生活を築くための啓発活動を行いまし
た。

明るい社会にしましょう　
社会を明るくする運動強調月間

7月6日、県農業高校生海外実習派遣団員に
選ばれた、県立岐阜農林高等学校3年の山口智
美さん（船越）が市役所を訪れ、市長に抱負を
語りました。
この派遣団は、農業の担い手後継者の育成を

目的とされ、県の農業高校生10人が14日から8
月4日までブラジルとオランダを回り、視察や
農業実習などを経験する研修をされます。
山口さんは、「花きの施設栽培や流通の現状

と課題について、オランダの環境保全型施設園
芸の現場を視察し知識を深めたい」と話されま
した。

自分の夢に向かって
県農業高校生海外研修
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高
富
中
学
校
三
年
　
若
井
　
紀
依

皆
さ
ん
は
、
た
っ
た
今
自
分
の
体
が
動

か
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

私
は
最
近
、
高
齢
化
社
会
と
介
護
に
つ

い
て
、
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

優
秀
賞

「
祖
母
の
施
設
入
所
か
ら

考
え
た
こ
と
」

そ
の
き
っ
か
け
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、

今
は
亡
き
祖
母
で
し
た
。
祖
母
は
亡
く
な

る
前
に
、
介
護
施
設
で
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
す
。

今
か
ら
五
年
前
、
突
然
の
心
筋
こ
う
そ

く
で
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
診
断
や
治
療
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
、
体
の
左
半
分
が
動
か
な
く
な

り
、
そ
れ
ま
で
の
生
活
は
全
く
出
来
な
く

な
っ
た
の
で
す
。
病
院
に
い
た
の
は
た
っ

た
三
ヶ
月
。
入
院
す
る
の
か
、
か
わ
い
そ

う
に
…
そ
う
思
う
間
も
な
く
、
一
般
の
施

設
へ
の
移
動
を
勧
め
ら
れ
た
の
で
す
。
驚

い
た
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
両
親
は
、

毎
日
病
院
通
い
を
し
な
が
ら
、
受
け
入
れ

て
く
れ
る
所
を
探
し
ま
し
た
。
施
設
は
ど

こ
も
満
員
状
態
。
や
っ
と
の
こ
と
で
、
一

つ
だ
け
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
施
設
が

見
つ
か
っ
た
の
で
す
。
時
間
が
か
か
っ
た

と
は
い
え
、
祖
母
は
運
が
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
世
間
で
は
、
病
気
や
老
衰
の

た
め
に
、
施
設
の
入
所
を
待
っ
て
み
え
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
だ
っ
た
か
ら
で

す
。祖

母
が
施
設
へ
入
る
こ
と
が
決
ま
り
、

家
族
み
ん
な
が
一
安
心
し
ま
し
た
。
少
し

時
間
や
気
持
ち
に
余
裕
が
で
て
き
た
の
で

し
ょ
う
。
祖
母
の
生
活
を
よ
り
よ
く
し
よ

う
と
、
右
手
だ
け
で
動
か
せ
る
車
い
す
を

注
文
し
た
り
、
本
は
読
め
な
い
か
と
考
え

た
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
祖
母
は
、

一
刻
も
早
く
家
へ
帰
れ
る
よ
う
、
毎
日
毎

日
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
リ
ハ
ビ
リ
を
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

祖
母
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
私
は
次
の

こ
と
を
思
い
ま
し
た
。
病
人
や
体
に
障
害

を
も
っ
た
方
な
ど
の
福
祉
施
設
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
介
護
の
専
門

家
も
足
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
最
近
は
福

祉
の
仕
事
に
つ
く
人
が
増
え
て
き
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
。
と
て
も

う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
施
設
が
充
実
し
、

少
し
で
も
早
く
入
所
希
望
が
か
な
う
よ
う

に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
解
決
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家
族
と
一
緒
に

い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
祖

母
は
、
動
く
右
手
で
服
の
ボ
タ
ン
を
外
し

た
り
、
お
む
つ
を
と
っ
て
し
ま
っ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
病
気
に
は
負
け

な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
の
表
れ
で
し
た
。

で
も
、
動
き
す
ぎ
て
け
が
を
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
や
む
を
え
ず
、

ベ
ッ
ド
に
手
を
し
ば
ら
れ
る
こ
と
も
た
び

た
び
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
姿
は
見
て
い
ら

れ
な
い
ほ
ど
か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
そ
の

一
方
で
私
た
ち
が
施
設
へ
行
っ
て
、
祖
母

と
一
緒
に
話
す
中
で
、

「
元
気
に
な
っ
た
ら
旅
行
行
こ
う
か
。」

と
い
う
と
、

「
じ
ゃ
あ
、
今
度
の
日
曜
日
が
い
い
や
ろ
。」

と
、
自
分
が
病
気
だ
と
い
う
こ
と
を
忘
れ

た
よ
う
に
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

親
に
は
、
自
分
の
妹
や
弟
の
こ
と
を
気
に

し
て
、

「
最
近
、
み
ん
な
ど
う
し
て
る
。」

と
心
配
し
て
い
る
時
も
あ
れ
ば
、

「
こ
こ
は
う
る
さ
す
ぎ
て
、
い
や
だ
。」

と
文
句
を
言
っ
た
と
き
も
あ
っ
た
よ
う
で

す
。私

は
、
こ
の
よ
う
な
祖
母
の
姿
を
何
回

も
見
て
き
て
、
気
が
付
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
家
族
と
会
話
を
す
る
こ

と
の
大
切
さ
で
す
。
祖
母
は
、
つ
ら
い
こ

と
を
話
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
は
気
持

ち
が
楽
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
を
お
互
い
話
せ
た
時
は
、
本
当
に
喜

ん
で
く
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
話
す
こ

と
は
、
心
の
支
え
に
な
る
、
欠
か
せ
な
い

も
の
だ
と
分
か
っ
た
の
で
す
。
施
設
に
は
、

家
に
は
な
い
設
備
や
知
識
・
技
能
を
も
っ

た
人
の
力
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
家
族

に
は
家
族
に
し
か
で
き
な
い
役
割
も
あ
り

ま
す
。

不
自
由
な
体
で
、
一
人
家
族
と
離
れ
て

い
た
祖
母
。

ど
ん
な
に
寂
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
ん
な
に
家
に
帰
っ
て
き
た
か
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
今
、
施
設
に
入
っ
て
い
る
お

年
寄
り
の
方
が
少
し
で
も
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
家
族
で

で
き
る
こ
と
を
工
夫
し
て
、
み
ん
な
で
支

え
て
い
け
た
ら
、
と
思
う
の
で
す
。

私
も
い
つ
か
は
年
を
と
っ
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
社
会
の
問
題
は
み
ん
な
の
問
題
で

す
。
誰
も
が
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
真
剣
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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鳥澤麻衣子さん（写真左） 若井紀依さん（写真右）

伊
自
良
中
学
校
三
年
　
鳥
澤
麻
衣
子

最
近
、
私
の
地
域
で
も
、
地
域
の
方
々

が
小
学
生
と
一
緒
に
登
下
校
し
た
り
す
る

「
見
守
り
隊
」
と
い
う
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
、
こ
ん
な
田
舎
に
ま
で
「
見
守

り
隊
」
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。
と
同
時
に
、
こ
の
こ
と
で
世

の
中
が
本
当
に
物
騒
に
な
っ
て
き
た
の
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。

物
騒
と
言
え
ば
、
最
近
、
テ
レ
ビ
や
新

聞
で
、
ま
だ
幼
い
子
が
殺
さ
れ
た
と
か
、

行
方
不
明
に
な
っ
た
と
か
い
う
事
件
が
よ

く
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
の
こ
と
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
登
校
中
に
、
あ
る

い
は
小
学
校
に
不
審
者
が
現
れ
て
殺
さ
れ

た
と
い
う
事
件
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
ど

う
し
て
幼
い
命
が
奪
わ
れ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
無
力
で
弱
い
、
何

の
抵
抗
も
で
き
な
い
子
供
が
殺
さ
れ
る
の

は
、
あ
ま
り
に
も
か
わ
い
そ
う
す
ぎ
ま
す
。

そ
れ
に
、
そ
の
子
の
親
や
家
族
の
人
た
ち
、

友
人
な
ど
は
と
て
も
つ
ら
く
悲
し
い
思
い

で
、
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
な
の
に
、
こ
う
い
っ
た
犯
罪
は
、
減

少
す
る
ど
こ
ろ
か
増
加
す
る
一
方
で
す
。

本
当
に
悲
し
い
こ
と
で
す
。

私
の
周
り
で
も
最
近
、
不
審
な
人
を
見

た
、
変
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
、
と
い

う
よ
う
な
話
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

で
も
、
ま
だ
、
私
た
ち
の
地
域
で
は
不

審
者
に
襲
わ
れ
た
な
ど
と
い
う
出
来
事
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
の

た
め
に
時
間
を
削
っ
て
見
守
っ
て
頂
け
る

「
見
守
り
隊
」
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と

感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
、
人
が
人
を
殺
す
の
で
し
ょ
う
。

日
本
の
歴
史
上
で
は
、
土
地
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
争
っ
た
り
、
い
く
つ
か
の
戦
争
で
た

く
さ
ん
の
人
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
は
戦

争
を
し
な
い
国
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
、

ア
フ
リ
カ
地
域
な
ど
の
国
よ
り
、
医
療
や

化
学
技
術
が
発
展
し
て
い
る
し
、
食
料
な

ど
に
困
る
こ
と
も
な
い
し
、
日
本
は
と
て

も
豊
か
で
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
い
ろ
い
ろ
な
犯
罪
が
毎
日
の
よ
う
に
起

き
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
し
か
た
あ
り
ま

せ
ん
。
私
達
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も

う
少
し
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
せ
っ
か
く
持
っ
て
生
ま
れ
た
尊
い
命

が
、
他
の
人
の
手
で
奪
わ
れ
て
い
く
こ
と

は
、
と
う
て
い
許
さ
れ
る
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
一
つ
一
つ
命
の
重
さ
を
実
感
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
、
最
近
親
や
先

生
た
ち
に
、「
知
ら
な
い
人
に
道
を
聞
か

れ
て
も
離
れ
て
話
す
か
、
知
ら
な
い
ふ
り

を
し
な
さ
い
。」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
本

当
に
困
っ
て
い
る
人
な
の
か
、
不
審
者
な

の
か
分
か
ら
な
い
時
代
と
い
う
の
は
心
か

ら
い
や
だ
と
思
い
ま
す
。
親
切
が
仇
に
な

る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
。
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
を
疑
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
そ
の
人
の
心
も
傷

つ
け
る
事
に
な
り
ま
す
。
私
は
こ
の
よ
う

な
、
人
を
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
人

を
信
じ
ら
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
こ
と
を
、

と
て
も
悲
し
く
思
い
ま
す
。
世
の
中
か
ら

犯
罪
が
減
り
、
子
供
も
、
そ
し
て
大
人
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
な
る
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
道
を
聞
か
れ
た

ら
離
れ
て
教
え
る
、
知
ら
な
い
ふ
り
を
す

る
よ
う
な
「
疑
っ
て
身
を
守
る
社
会
」
で

は
な
く
、
相
手
を
信
じ
、
信
じ
て
も
大
丈

夫
だ
と
い
う
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

そ
う
い
う
社
会
に
す
る
た
め
に
、
今
の

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
。

私
は
、
登
下
校
の
時
に
、
出
会
っ
た
人
に

は
必
ず
あ
い
さ
つ
を
す
る
よ
う
に
心
が
け

て
い
ま
す
。
す
る
と
、
さ
わ
や
か
な
あ
い

さ
つ
が
返
っ
て
き
ま
す
。
何
の
関
係
が
あ

る
の
か
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
あ
い
さ
つ
は
人
の
心
を
明
る
く
し
、

人
と
人
の
心
を
つ
な
ぐ
大
切
な
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
は
、「
嘘
を

つ
か
ず
正
直
で
あ
る
こ
と
」
に
も
心
が
け

て
い
ま
す
。
嘘
を
つ
け
ば
相
手
の
心
に

「
疑
い
の
心
」
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
の

信
頼
関
係
は
壊
れ
て
し
ま
う
と
考
え
る
か

ら
で
す
。

小
さ
な
こ
と
で
も
、
こ
の
よ
う
に
今
自

分
に
で
き
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
、

き
っ
と
「
人
を
信
頼
で
き
る
社
会
」
に
一

歩
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
と
、
私
は
信
じ
て

い
ま
す
。

優
秀
賞

「
私
が
望
む
社
会
」

6月25日、美山中央公民館で青少年育成市民会議
の主催よる、第4回山県市少年の主張大会が開催され
ました。
この日、市内各小中学校代表者12人は自分が体験

して思ったことや考えたことなどについて、審査員や
大勢の来場者を前に堂々と発表しました。
優れた発表者の中から、優秀賞には高富中学校の若

井紀依さんと伊自良中学校の鳥澤麻衣子さんが選ばれ
ました。
なお、若井さんは後日行われた岐阜地域での選考会

でも最優秀のひとりに選ばれ、8月8日に下呂市で開
催される県の主張大会に出場されることになりました。



16広報やまがた 2006.8

岐
阜
県
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
例
年
の
発
生
を
上
回
る
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
予
防
す
る
こ
と
を

心
が
け
感
染
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

こ
の
他
に
も
プ
ー
ル
で
う
つ
り
や

す
い
病
気
が
あ
り
ま
す
の
で
紹
介
し

ま
す
。

事
前
に
予
防
で
き
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 問い合わせ先　健康課　　22－6839

咽
頭
結
膜
炎

（
プ
ー
ル
熱
）
が

流
行
し
て
い
ま
す

咽頭結膜炎
（プール熱）

飛沫感染
（ウイルスが咳やく
しゃみにより拡散
し感染すること）
接触感染
（かかっている人の
鼻水や唾液などに
触ることにより口
や粘膜から感染す
ること）

5～6日

アデノウイルスという微生物が飛沫感染
や接触感染によって人の体に寄生しのどの
痛み、結膜炎、高熱を発します。プールを
介して感染し流行することが多いので「プ
ール熱」と呼ばれています。
《発熱》38～40℃の高熱が4～7日間続き
ます。
《のどの痛み》のどが赤くはれ、4～5日間
痛みます。
《結膜炎》目が赤く充血し、痛み、目やにが
出て、目を開けているのがつらくなります。

プール熱にかかった人との
濃密な接触を避ける、流行時
にはうがい、手指の消毒を励
行します。プールを介しての
流行に対しては、水泳前後に
シャワーをし、タオルの共用
をさけます。
家では、タオル、洗面器、

食器などを家族と共用せず、
大人も手洗いをこまめにしま
す。

手 足 口 病 飛沫感染 3～5日

元来は、春から秋に多く感染しましたが、
その他の季節にも発生します。
手・足・口に小さな水泡ができます。発

熱しますがそれほど高熱にはならず、3日
～1週間で自然に回復します。
対症療法が基本です。

口の中の水泡が破れて痛む
時は、口あたりのよい柔らか
い物をあげましょう。

ヘルパンギーナ
飛沫感染まれに
経口感染

2～7日

突然の発熱からのどの痛み、頭痛、筋肉
痛等が起こります。口の中に小さな水泡が
でき潰瘍となり、強い痛みが起こります。
水疱・潰瘍は4～5日で自然に治ります。対
症療法が基本です。

食べやすく柔らかい食べ物
と水分補給が必要です。

と び ひ 接触感染

初夏から夏にかけて乳幼児から学童によ
くみられます。虫さされやすり傷、アトピ
ー性皮膚炎等をひっかいたところに感染し
水疱ができます。
抗生剤を内服し、患部を清潔にして抗生

物質入りの軟膏を塗り、ガーゼで覆うなど
菌が飛び散るのを防ぎます。

悪化させないよう爪は短く
切り毎日シャワーなどで皮膚
を清潔に保つ事が大切です。

は や り 目
（流行性角結膜炎）

接触感染 7～14日

目の強い充血や異物感、目やになどがあ
ります。高齢者の場合は涙と異物感だけ感
じ症状がわかりにくいことがあります。点
眼薬を使用し、完治するまで2～3週間かか
ります。

タオルの共用はやめましょ
う。

感染経路 潜伏期間 病　　　　状 予　防・注　意
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要
に
な
っ
た
り
、
病
気
に
な
り
や
す

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「
年
を
と
る
と
食
が
細
く
な
る
の

は
当
た
り
前
」
な
ど
と
思
わ
ず
、
食

べ
ら
れ
な
い
原
因
を
つ
か
み
、
対
処

し
ま
し
ょ
う
。

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
の
「
食
べ

る
楽
し
み
」
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

か
ら
だ
や
頭
を
使
っ
た
り
、
人
と
交

流
す
る
機
会
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
が
生
活
の
質
の
向
上
を
さ
せ
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

高
齢
者
は
食
事
の
全
体
量
が
減
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
た
ん
ぱ
く
質
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
態
を
「
低
栄
養
状

態
」
と
い
い
ま
す
。
低
栄
養
状
態
が

続
く
と
か
ら
だ
が
弱
り
、
介
護
が
必

食欲がわかない�

買い物・�
食事づくり�
が困難�

病気・�
けがなど�

歯が弱って�
かみにくい�

かむ力・�
飲み込む力�
の低下�

手の動きの�
おとろえ�

身近な人の�
死などが原因で�
うつ状態に�

胃腸の�
機能低下�

低 栄 養 状 態�

★低栄養状態を起こすさまざまな理由
低
栄
養
状
態
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
て

い
く
た
め
に
、
介
護
予
防
を
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課

22
―

6
8
3
8

「食べたいものを�
考える」楽しみ�

「買い物」の楽しみ�「つくる」楽しみ�

「一緒に食べる」�
楽しみ�

「片付け」も�
　楽しみたい！�

「味わう」楽しみ�

食べることにまつわる�
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文化の里　花咲きホール
0581ー36ー2323
0581ー36ー2777

hanasaki＠city.gifu-yamagata.lg.jp
休館日／休日（日曜日）の翌日・第3日曜日

花咲きホール、山県市役所会計課

高富・美山中央公民館

開館、開庁日の午前9時～午後5時

チケット取り扱い場所・時間

実　施　日

発売中
10月9日
開場　13：00
開演　13：30

10月21日
開場　13：30
開演　14：00

県立岐阜商業高校吹奏楽部
第1回花咲きコンサート

オズの魔法使い
主催：山県市教育委員会

山県市商工会

内　　　　　容 料　 金

自　由　席 500円

大　　　人 1,000円
高校生以下 500円
（当日　各500円増）

全指定席

発 売 日

8月22日

山県市文化協会器楽連盟のマンドリンアンサンブルと吹奏楽による演奏会。
みなさんの親しみのある曲を演奏します。

プ ロ グ ラ ム

第1部 マンドリンアンサンブル
マツケンサンバⅡ
川の流れのように　他

第2部 吹奏楽
サウンドオブミュージックメドレー
ジャパニーズ・グラフティーⅤⅢ 他

※都合により演奏曲目が変更になることがございます。
予めご了承ください。

山県市文化協会器楽連盟　主催
山県市教育委員会　　　　後援

問
い
合
わ
せ
先

昨年のサマーコンサート

（土）

（祝）

（火）
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※
都
合
に
よ
り
出
演
者
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

花
咲
き
ホ
ー
ル
主
催
の
催
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん

古田紹欽が生涯師と仰いだ仏教哲学者（文学博士）鈴木大拙。大拙
の生い立ちや禅を世界に広めた偉業を紹介します。ぜひご覧下さい。

9月12日（火）～11月26日（日）
※前期・後期展示替えあり

文化の里古田紹欽記念館　第一展示室
無　料

期　間

場　所

入館料

■主催 山県市教育委員会／山県市
■協力 松ヶ岡文庫／　出光美術館
■問い合わせ先 文化の里古田紹欽記念館　　36-1023

（財） （財）



24広報やまがた 2006.8

献
血
基
準
を
満
た
し
た
人
に
輸
血
時
の

安
全
性
を
高
め
る
4
0
0
mL
献
血
、
成
分

献
血
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

｠成
分
献
血
、
4
0
0
mL
献
血
に
つ
い
て

｠
人
間
一
人
ひ
と
り
の
血
液
は
、
た
と
え

同
じ
血
液
型
で
も
微
妙
に
違
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
複
数
の
献
血
者
か
ら
の
血

液
を
あ
わ
せ
て
一
人
の
患
者
さ
ん
に
輸
血

す
る
ほ
ど
、
副
作
用
（
発
熱
、
発
疹
な

ど
）
発
生
の
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

成
分
献
血
、
4
0
0
mL
献
血
は
2
0
0

mL
献
血
に
比
べ
て
献
血
量
が
多
い
の
で
、

少
な
い
献
血
者
か
ら
の
輸
血
を
可
能
に

し
、
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
献
血
方
法
で

す
。健

康
な
人
で
あ
れ
ば
、
献
血
に
よ
る
身

体
へ
の
影
響
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

六
月
二
十
九
日
、「
愛
の
献
血
」が
市
役
所
と

バ
ロ
ー
高
富
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
四
十
五
人
に
協
力
い
た
だ
け
ま

し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も「
比
重
が
軽
い
」な
ど
の

原
因
で
献
血
が
で
き
な
か
っ
た
人
も
あ
り
ま
し

た
が
、
皆
さ
ん
の
献
血
に
対
す
る
熱
意
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

献
血
を
し
て
い
た
だ
い
た
一
部
の
人
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

バロー高富店での啓発の様子

佐藤満義さん（高富）

退職して、時間と心に余

裕ができました、若い時に

数回しかできなかった献

血。献血は自分にできるボ

ランティアの一つ、これか

らも協力したいです。

武藤春子さん（大桑）

健康であるからこそでき

ること。健康であることに

感謝しています。

自分にできるボランティ

アが献血です。もう30年ほ

ど続いています。

県
で
は
、
県
内
で
の
輸
血
用
血
液
は
県

内
で
自
給
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。市

で
は
、
皆
さ
ん
に
献
血
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
輸
血
を
受
け
る

人
の
割
合
に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献
血
に
は
、
成
分
献
血
、
4
0
0
mL
献

血
、
2
0
0
mL
献
血
が
あ
り
ま
す
。
4
0

0
mL
献
血
と
2
0
0
mL
献
血
は
、
血
液
中

の
全
て
の
成
分
を
献
血
し
て
い
た
だ
く
方

法
で
す
。

成
分
献
血
は
、
成
分
採
血
装
置
を
使
用

し
て
血
小
板
や
血
漿
と
い
っ
た
特
定
の
成

分
だ
け
を
採
血
し
、
体
内
で
回
復
に
時
間

の
か
か
る
赤
血
球
は
再
び
体
内
に
戻
す
方

法
で
す
。
で
す
か
ら
成
分
献
血
は
身
体
へ

の
負
担
も
軽
く
、
多
く
の
血
漿
や
血
小
板

を
献
血
し
て
い
た
だ
け
る
特
長
が
あ
り
ま

す
。
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体
調
を
く
ず
し
て
い
る
時
、
健
康
状
態
の

良
く
な
い
時
に
献
血
を
す
る
と
健
康
を
損

ね
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
献
血
者
の
健
康

を
守
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
基
準
を
設
け

て
い
ま
す
。

献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

献
血
さ
れ
る
方
、
輸
血
さ
れ
る
方
の
安

全
の
た
め
、
以
下
の
事
項
に
該
当
す
る
人

に
は
、
献
血
を
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

■
特
定
の
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と
の
あ
る

人
■
服
薬
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
、
発
熱
等
の

人
■
エ
イ
ズ
、
肝
炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
保
有

者
、
ま
た
は
そ
れ
と
疑
わ
れ
る
人

■
輸
血
歴
・
臓
器
移
植
歴
の
あ
る
人

■
ピ
ア
ス
を
し
て
間
が
な
い
人
、
口
唇
、

口
腔
、
鼻
腔
な
ど
粘
膜
を
貫
通
し
て
ピ

ア
ス
を
し
て
い
る
人

■
1
年
以
内
に
い
れ
ず
み
を
入
れ
た
人

■
1
年
以
内
に
予
防
接
種
を
受
け
た
人

■
出
血
を
伴
う
歯
科
治
療
（
歯
石
除
去
を

含
む
）
を
し
た
人

■
海
外
旅
行
者
及
び
海
外
で
生
活
し
た
人

■
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
（
C

J
D
）
の
人
、
ま
た
は
そ
れ
と
疑
わ
れ

る
人

成　分　献　血 全　血　献　血

血漿成分献血 血小板成分献血 200mL献血 400mL献血

1回 300mL～600mL

献血量 （体重別）
400mL以下 200mL 400mL

年　齢 18歳～69歳 18歳～54歳 16歳～69歳 18歳～69歳

体　重 男性45kg以上・女性40kg以上 男女とも50kg以上

献血方法別の献血基準

横山なをみさん（洞田）

何か役に立てることがあ

ればと考えた時に献血があ

りました。主人と健康であ

ることに感謝して献血に協

力させていただいています。

森田とし子さん（岐阜市）

献血のきっかけは、輸血

に協力したことです。その

時、献血の大切さを実感し

ました。献血は自分にでき

る小さなボランティアです。

川口潤也さん（高富）

高校生の時、学校に献血

車が来て違和感なく協力し

ました。自分にも役立てる

ことがあるのだと気づきま

した。それ以来、定期的に

献血しています。
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▼
場
所

岩
佐
六
三
六
番
地

▼
募
集
戸
数

市
営
住
宅
　
一
戸

3
L
D
K（
七
二
・
一
七
m2

）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　
一
戸

3
L
D
K（
七
九
・
二
三
m2

）

▼
家
賃

市
営
住
宅

一
万
七
千
二
百
円
〜
二
万
八
千
五
百
円

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

四
万
五
千
円
〜
七
万
円

▼
入
居
者
資
格

共
通
事
項

・
同
居
し
て
い
る
か
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
結
婚
予
定
な
ど
）が
あ
る
こ
と

・
現
在
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

・
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

相
違
事
項

政
令
で
定
め
る
所
得
金
額

市
営
住
宅

月
額
二
十
万
円
（
裁
量
階
層
二
十
六

万
八
千
円
）
を
超
え
な
い
こ
と

特
定
公
共
賃
貸
住
宅

月
額
二
十
万
円
以
上
六
十
万
一
千
円

以
下
で
あ
る
こ
と

▼
入
居
時
期

九
月
上
旬
予
定

▼
申
込
方
法

八
月
十
五
日
　
ま
で

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
管
理
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
管
理
課
・
美
山
支
所

に
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法

入
居
希
望
者
が
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決
定

▼
そ
の
他

電
化
住
宅
の
た
め
、
ガ
ス

調
理
器
は
使
え
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は

管
理
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

管
理
課
　
　
　

22
―

6
8
3
1

「
サ
ン
セ
イ
ス
美
山
」�

　
　
　
　
　
　
　
入
居
者
募
集�

〜
自
分
た
ち
の
手
で
成
人
式
を�

　
　
　
　
　  

盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
〜�

成
人
式
実
行
委
員
募
集�

8月は『道路ふれあい月間』

8月10日は『道の日』です

生活の基本を支えてくれるのは道
路です。便利でみじかにあるため、
道路の大切さを忘れそうになること
はありませんか？
8月10日は「道の日」です。この
機会に改めて道路の重要性をみんな
で考えてみましょう。

平
成
十
八
年
度
　

山
県
市
総
合
防
災
訓
練

八
月
二
十
七
日
　

主
会
場
　

大
桑
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

8月01日（火） 岐阜地区中学ジュニアグロウ（バレーボール）

8月06日（日） ゼウス・ソフトバレーボール

8月10日（木） 全国ヤングバレー交流大会

12日（土） 〃

8月12日（土） TSC夏まつり

8月17日（木） ジュニアグロウアップ（バレーボール）

18日（金） 〃

19日（土） 〃

8月20日（日） 国体・東海ブロックバレーボール大会

8月22日（火） 岐阜地区中学新人大会（バレーボール）

23日（水） 〃

8月27日（日） ふれあいソフトバレーボール大会

総合体育館【休館日　毎週月曜日】

22－6622

～8月の総合体育館スポーツイベント～

平
成
十
九
年
一
月
七
日

美
山
中

央
公
民
館
で
開
催
予
定
の
成
人
式
の
企

画
・
運
営
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

平
成
十
九
年
新
成
人

①
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
〜
昭
和

六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

②
九
月
か
ら
行
う
実
行
委
員
会
（
月
一

回
程
度
基
本
的
に
夜
）
に
出
席
で
き

る
人

▼
申
込
期
限

八
月
三
十
一
日

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

生
涯
学
習
課
　

22
―

6
8
4
5

（火）
（日）

（木）

（日）
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母
子
、
父
子
家
庭
の
み
な
さ
ん
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
、
仲
間
と
の
交
流
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、
ス
テ
ッ
キ
で

ボ
ー
ル
を
穴
の
中
に
入
れ
得
点
を
競
い

合
う
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
親
子
で
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
め
ざ

し
て
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

八
月
二
十
日
　

午
前
十
時
〜
正
午

▼
場
所

四
国
山
香
り
の
森
公
園
内

香
り
ド
ー
ム
（
大
桑
）

▼
対
象

母
子
、
父
子
家
庭
親
子

▼
参
加

無
料

▼
募
集
人
数

五
十
人

▼
申
込
方
法

八
月
十
日
ま
で
に
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
母
子
寡
婦
福
祉
会

上
野
　
　
36
―

3
5
3
3

小
谷
　
　
22
―

3
8
5
4

三
島
　
　
54
―

2
2
1
0

助
産
師
さ
ん
を
交
え
て
、
妊
娠
・
出

産
の
話
や
、
栄
養
満
点
の
昼
食
を
作
っ

て
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

「
マ
マ
友
」
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

八
月
十
八
日
　

午
前
十
時
〜
午
後
一
時
半

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

妊
娠
中
の
過
ご
し
方
な
ど
の

勉
強
会
、
調
理
実
習

▼
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
　
※
託
児
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み

八
月
十
五
日
　
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　

22
―

6
8
3
9

山
県
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
様
の
歯
と
歯
ぐ
き
、
お
口
の
中
の

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
も
歯
科
保
健
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

八
月
二
十
九
日
　

午
前
九
時
三
十
分
〜
正
午

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容「

口
の
中
か
ら
健
康
が
見
え
る
」

『
母
子
、
父
子
家
庭
の
み
な
さ

ん
へ
』
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
の
ご
案
内�

歯
科
保
健
講
演
会
の
ご
案
内�

川原での遊びについて

夏のシーズンを迎え、川原でバーべキュー
などを楽しむ季節になりました。
ちょっとした油断が事故につながりかねま

せん。安全に楽しく遊ぶために次のことを守
りましょう。

1. 子供たちだけで行かない。

2. 増水に注意し、中州でキャンプをしない。

3. 飲酒後は、泳がない。

4. やけどした時は、すぐ水で冷やす。

5. 蜂などの虫に刺されたときは、アレルギー

によるショックに注意する。

最後にマナーを守り、ゴミは持ち帰りましょう！

夏
休
み
に
取
り
組
む
科
学
作
品
の
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て

は
、
テ
ー
マ
・
分
野
に
詳
し
い
先
生
の

紹
介
も
し
ま
す
。

左
記
日
時
の
間
に
電
話
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
日
時七

月
二
十
一
日
　
〜

八
月
三
十
一
日
　

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
最
終
日
は
正
午
）

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

高
富
中
央
公
民
館
内

山
県
市
教
育
セ
ン
タ
ー

23
―

0
1
8
7

火事・救急・救助は119番
山県市消防本部 22－0119

（日）

（金）
（火）

（金）

（木）

（火）
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〜
学
校
歯
科
保
健
で

子
ど
も
が
変
わ
る
、
学
校
が

変
わ
る
、
地
域
が
変
わ
る
〜

▼
講
師

女
子
栄
養
大
学

教
授
　
三
木
と
み
子
先
生

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
　

22
―

6
8
3
9

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
、
誰
に

も
打
ち
明
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
悩
み

が
あ
る
人
、
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
の

周
り
の
人
は
、
勇
気
を
持
っ
て
ダ
イ
ヤ

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
が
相
談
に

当
た
り
ま
す
。

▼
日
時

八
月
二
十
八
日
　
〜

九
月
三
日
　

▼
時
間

平
日
　
午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
六
時
三
十
分

土
・
日
曜
日

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

〇
五
七
〇
―
〇
七
〇
―
一
一
〇

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

人
（
所
得
制
限
で
手
当
を
受
給
し
て
い

な
い
人
を
含
む
）
は
、
毎
年
八
月
に
現

況
の
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
書
を
郵
送
し

ま
す
。
印
鑑
・
証
書
・
必
要
書
類
を
持

っ
て
期
間
中
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
、
八
月
分
か
ら
の
手
当
が
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

八
月
一
日
　
〜
八
月
十
五
日
　

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時
十
五

分
（
土
曜
・
日
曜
は
除
く
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　

22
―

6
8
3
7

児童扶養手当
この手当は、父母の離婚な

どにより父親と生計をともに
していない児童（18歳に達し
た最初の3月末までの児童、
障害のある場合は20歳）の母
や、父が重度の障害がある児
童の母、あるいは母にかわっ
てその児童を養育している人
に対して支給されるものです。
（所得制限等により該当しな
い場合もあります）

全
国
一
斉�

「
子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番
」

　
　
　 

強
化
週
間
に
お
け
る�

　
　
　
　
電
話
相
談
所
の
開
設�

児
童
扶
養
手
当
現
況
届�

　
　
　
　
　
　
　
の
お
知
ら
せ�

岐阜地区の各市町村が連携して、地域の生活様式や伝統的文化、歴史についての講座を開設します。
多数の応募をお待ちしています。

■主　　　催 岐阜地区社会教育振興協議会
■受　講　料 500円（全講座3回分）第1回の講座の折に集金
■定　　　員 先着135人
■申込み期間 8月1日（火）～8月31日（木）
■申し込み先 〒500-8708 岐阜市司町1 岐阜教育事務所教育支援課　宛
■申込み方法 往復ハガキにて（1枚に1人まで）

郵便番号、住所、氏名、電話番号、「ぎふ地区広域連携講座の参加
希望」と明記の上、「返信用」に宛先を記入して投函してください。

★問い合せ先 生涯学習課　　22-6845 岐阜教育事務所教育支援課　　058-264-1111

開催日時 会　　場 内 容 ・ テ ー マ 講　　　師
9月20日（水）
10:00～12:00

岐阜総合庁舎
３階大会議室
岐阜総合庁舎
３階大会議室
岐阜総合庁舎
３階大会議室

『見た、触れた、感じた』
～鵜飼習俗調査に関わって～

岐阜市教育委員会主査
内堀信雄氏

10月24日（火）
10:00～12:00

『山県市に残る明智光秀伝説』
山県市文化財審議会委員

加藤憲幸氏
11月14日（火）
10:00～12:00

『ふるさとの文学』
～岐阜市を中心として～

中部学院大学講師
三木秀生氏

（月）

（日）

（火）

（火）
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市
で
は
、
自
主
財
源
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
市
内
の
商
工
業
者
の
育
成

と
振
興
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
生
活
情

報
を
提
供
す
る
た
め
、
広
告
を
有
料
で

募
集
し
、「
広
報
や
ま
が
た
十
一
月
号
」

か
ら
掲
載
し
ま
す
。

▼
掲
載
場
所

広
報
紙
「
お
知
ら
せ
広

場
」
各
ペ
ー
ジ
の
最
下
段

▼
掲
載
期
間

一
か
月
単
位

▼
掲
載
内
容

広
告
の
デ
ザ
イ
ン
お
よ

び
内
容
な
ど
は
、
広
報
や
ま
が
た
の

イ
メ
ー
ジ
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い

も
の
と
す
る
。

●
法
令
、
条
例
、
規
則
に
違
反
し
、
ま

た
は
抵
触
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

●
公
の
秩
序
や
善
良
な
風
俗
に
反
し
、

ま
た
は
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

●
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
、

個
人
的
宣
伝
お
よ
び
人
材
募
集
に
類

す
る
も
の

●
誇
大
表
示
ま
た
は
不
当
表
示
そ
の
他

表
現
方
法
が
不
適
当
な
も
の

●
市
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
る
も
の

▼
申
し
込
み
方
法

掲
載
し
よ
う
と
す
る

広
報
紙
発
行
日
（
毎
月

一
日
発
行
）
の
前
々
月

の
十
五
日
ま
で
に
、

「
広
報
紙
広
告
掲
載
申

込
書
」
に
ご
記
入
の
う

え
、
掲
載
を
希
望
す
る

広
告
原
稿
を
添
え
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
広
報
紙
広

告
掲
載
申
込
書
」
は
、

秘
書
広
報
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
山
県
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http：
//w
w
w
.city.yam

agata.gifu.jp/

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
広
報
課
　

22
―

6
8
2
1

「
広
報
や
ま
が
た
」
に�

　
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！�

  

〜
有
料
広
告
募
集
の
お
知
ら
せ
〜�

広告の種類および掲載料
広告の名称 大　き　さ 掲載料
1 種 広 告 縦 5 5 mm×横 1 7 5 mm 10,000円
2 種 広 告 縦 5 5 mm×横 8 7 . 5 m m 5,000円

■応募資格 特にありません
■応募方法 ○作品の画材、色彩は自由とします。

○A4サイズの用紙にて応募してください。
○複数応募可とします。ただし、用紙1
枚に1作品とします。
○デザインは、未発表で自作のものに限
ります。
○作品に関するコメントを記載してくだ
さい。
○住所・団体名・氏名・電話番号を明記
してください。
○産業振興課までご持参いただくか郵送
にて応募ください。

■応募期間 9月1日（金）～9月29日（金）
■審　　査 山県市観光協会の役員会にて審査します。

■発　　表 10月中旬を予定（受賞者に直接通知）
■賞　　品 最優秀賞　1点

観光協会推奨土産品1万円相当分・賞状
優秀賞　数点
観光協会推奨土産品5千円相当分・賞状

■注意事項 応募作品は返却いたしません。
採用作品の著作権・使用権など一切の権
利は山県市観光協会に帰属するものとし
ます。
採用する作品については、必要な修正を
行うことがあります。

山県市観光協会は、平成16年4月に設立し、今年で3年目を迎えました。
これを機に、より一層山県市の地域振興を目指し、市内外からの交流人口の拡大や観光産業
の育成を図るため、当協会にふさわしいロゴマークを作成することといたしました。
皆様から多数の応募をお待ちしております。

〒501-2192 山県市高木1000番地1

山県市役所産業振興課内

山県市観光協会事務局　 22-6830

★応募先・問い合わせ先

平成19年版
県民手帳申し込み受付中
岐阜県統計協会が編集・発行する

手帳で市町村勢一覧や県内主要の所
在地等が記載されています。
大きさ　　17.3 cm×9.1 cm
表紙の色　紺･エンジ･グレー･サック

スブルー
販売価格　480円（消費税含む）
申込期限　8月31日（木）
配布時期　11月上旬予定
申込先　　総務課　 22- 6820
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山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
、

バ
ザ
ー
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
で
祭
り
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

出
店
（
2
間
×
3
間
、
一
張
り
限
定
）

は
有
料
で
す
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
（
市
内
の
人
優
先
）

出
店
申
込
書
は
、
産
業
振
興
課
、
美

山
支
所
、
伊
自
良
支
所
、
西
武
芸
出
張

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

な
お
、
臨
時
的
営
業
許
可
申
請
が
必

要
な
人
は
、
出
店
説
明
会
（
出
店
抽
選

会
）
で
保
健
所
の
指
導
を
受
け
て
い
た

だ
き
ま
す
。

▼
開
催
日

十
月
一
日
　

▼
開
催
場
所

四
国
山
香
り
の
森
公
園

（
大
桑
）

▼
応
募
期
間

八
月
七
日
　
〜

八
月
二
十
二
日
　

▼
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
内

山
県
市
ま
つ
り
実
行
委
員
会

22
―

6
8
3
0

22
―

6
8
5
0

ふ
る
さ
と
栗
ま
つ
り
2
0
0
6�

　
　
　
　
バ
ザ
ー
出
店
者
募
集�

農業所得の申告に用いられてきました農業所得標準が
廃止されました。
これまで農業所得標準にて、確定申告をされていた人

は、平成18年分の確定申告より、収入金額から必要経
費を差し引く「収支計算」で農業所得を申告する方法に
変更となります。

必要経費を計算するために、下記の書類を大切に保存
しておきましょう。

収入金額　 － 必要経費　　＝ 所得金額

上記以外にも販売代金の入金や肥料代金などが引
き落とされる口座の通帳や農協からの出荷や購買代
金の明細書も必要です。

収入金額がわかる書類 出荷伝票・仕切書

必要経費がわかる書類 請求書・領収書

保　存　す　る　書　類

■問い合わせ先：岐阜北税務署（個人課税第一部門）
058-262-6131

税務課　 22-6822

■対　　　象 県内に在住の小学生とその保護者（20歳以上）2人1組　各コース20組（40名）
■集合場所 Aコース：（JR岐阜駅、JR美濃太田駅、JR多治見駅）

Bコース：（JR高山駅、JR下呂駅、JR中津川駅）
■応募方法 官製はがきに希望するコース・集合場所、参加する小学

生と保護者の住所、氏名、年齢（学年）、性別、続柄、日
中の連絡先電話番号を明記のうえ応募してください。
〒500-8570 岐阜市藪田南2-1-1

県庁公共交通課「リニア親子試乗会」係

応募多数の場合は抽選を行い、当選者には8月21日まで
に電話連絡（残念ながら抽選にもれた方には連絡をいた
しませんので予めご了承ください）

■応募締切 8月16日（必着）
■問い合わせ先 県庁公共交通課　　058-272-1111

8月30日（水）
山梨リニア実験センター（山梨県都留市）※集合場所からはバスで往復

無　料（ただし、集合場所までの交通費、昼食代は自己負担）

期 日

場 所

参加料

（日）

（火）

（月）
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市税は、納税者の皆さんが納期限までに自主
的に納めることとなっています。納期限までに
納付されない場合、納期限の翌日から納付する
日までの日数に応じて延滞金が加算されます。
納期限が過ぎても納付しないでいると、督促

状が発送されます。また、文書や電話での催告
や、直接お宅に伺ってお話しをさせていただく
こともあります。場合によっては、不動産、給
与などの財産の差押えを受けることがあります
のでご注意ください。

お問い合わせは・税務課　徴収対策室
22-6843

今まで、お仕事の都合などで金融機関の営業
時間内に納付できない人や口座振替納付を希望
されてない人にはご不便をおかけしておりまし
たが、8月より毎月25日（閉庁日の場合は翌日）
に夜間でも税金の納付ができるようになります。
納税相談では、事業の不振、退職・転職、病

気などのさまざまな事情で納期限内の納付が困
難な場合に、内容によっては分割による納付な
ど皆さんの状況に合わせて少しでも納めやすい
計画を立てさせていただきます。
ぜひ、ご利用ください。

各
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区
公
民
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受
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。
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市役所本庁1階
徴収対策室

午後9時まで

場 所

時 間

時　　間

10:00～10:20

10:50～11:10

13:00～13:20

13:45～14:15

10:00～10:15

11:00～11:30

13:00～13:30

14:15～14:30

10:00～10:20

10:40～11:00

13:00～13:30

13:45～14:15

10:00～10:30

10:50～11:20

13:00～13:30

14:00～14:30

14:50～15:15

会　　　　場

構造改善センター

乾小学校

大桑多目的センター

伊自良老人福祉センター

北山交流センター

桜尾公民館

岐阜北農協東深瀬支店

掛公民館

美山生活改善センター
（ 原）

谷合公民館

美里会館

高富公民館

富波公民館

西武芸公民館

富岡公民館

梅原公民館

ふれあいセンター

月日（曜日）

8月 4日（金）

8月 8日（火）

8月 9日（水）

8月17日（木）

平成18年度結核・肺がん検診（地区巡回検診）日程



32広報やまがた 2006.8



33 広報やまがた 2006.8

日　　時
8月10日　
午前10時～

会　　場
伊自良図書館と
北側公園

内　　容
水遊び
お絵かき遊び

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
8月4日　
午前10時～

会　　場
伊自良老人福祉
センタ－ 調理室

内　　容
夏ばて防止のごはん
山県市　山田栄養士

8月24日　
午前10時～ 美山中央公民館 エアロビクス 8月25日　

午前10時～
伊自良図書館と
北側公園

水遊び
雨天…図書館見学

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時
8月4日　
午前10時～

会　　場
伊自良図書館と
北側公園

内　　容
図書館見学
水遊び

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

8月25日　
午前10時～ 高富中央公民館　ベビーサインを学ぼう吉中みちる先生

日　　時
8月4日　
午前10時～

会　　場
伊自良図書館と
北側公園

内　　容
図書館見学
水遊び

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者

8月18日　
午前10時～ 高富中央公民館 自分を知ろう

清水由美子先生

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 子育てにかかわる人どなたでも

※託児あります

◆日　時 8月16日（水）午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「子供と対話するお母さん」

8月の家庭教育講座

友だちたくさん作ろうよ！
みんなで楽しく子育てしましょう。

会場　高富中央公民館　図書室　
日時　8月12日　　午前10時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場　伊自良図書館　
日時　8月05日　　午後2時～

8月12日　　午後2時～
8月19日　　午後2時～
8月26日　　午後2時～

問い合わせ先　伊自良図書館　　　36―3339

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　8月05日　　午前9時30分～
日時　8月18日　　午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55―2608

会場
日時

問い合わせ先

会場

日時

問い合わせ先

みやまジョイフル倶楽部読み聞かせ教室 わくわくランド

おはなしピーチク読み聞かせ

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。
小さい子はママと一緒に来てね。

会場

日時

問い合わせ先

山県市教育委員会　生涯学習課　　22―6845

問い合わせ先：山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

お問い合わせ先：自衛隊岐阜広報センター
（岐阜市神田町6-22） 058- 262- 1818

募　集　種　目

一般曹侯補学生
曹侯補士
2等陸・海・空士（男子）
2等陸・海・空士（女子）
航空学生（パイロット）
看護学生
防衛大学校学生（推薦）
防衛大学校学生（一般）
防衛医科大学校学生

受　験　資　格

18歳以上24歳未満
18歳以上27歳未満
18歳以上27歳未満
18歳以上27歳未満
高卒（見込含）21歳未満
高卒（見込含）24歳未満
高卒（見込含）21歳未満
高卒（見込含）21歳未満
高卒（見込含）21歳未満

受　付　期　間

8月1日～9月8日
8月1日～9月8日
9月中旬まで
8月1日～9月8日
8月1日～9月8日
9月8日～9月29日
9月5日～9月7日
9月8日～9月29日
9月8日～9月29日

一　次　試　験

9月16日
9月16日
9月中旬
9月24・25日
9月23日
10月15日
9月23・24日
11月11・12日
11月4・5日

（金）

（金）

（金）

（金）

（金）

（木）

（木）

（金）

（金）

（土）

（土）
（土）
（土）
（土）

（土）
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◆参加者は、8月1日午前9時より申込受付を開始します。（電話での受付もできます。）
※定員になり次第締め切らせていただきます。※詳しいことは各施設にお尋ねください。

持　　　　ち　　　　物

材料費400円・よごれてもいい服

高富児童館　　22-4750
定員

20人
行　　事　　名

トールペイントに挑戦しよう
時　間曜日日

09:30～11:303 日 木
材料費400円・よごれてもいい服20人トールペイントに挑戦しよう13:30～15:304 日 金
お茶・ハンカチジュニアリーダーと遊ぼう10:00～12:005 日 土
材料費300円・お茶・エプロン・タオル（食器拭き
用）・ビニール袋・三角巾15人親子お菓子作り（子どものみでもOK）

（場所：高富公民館集合・解散）13:15～15:3019日 土

お茶・ハンカチプロの人形劇をみよう
（場所：げんきはうす）10:00～11:3024日 木

お茶・ハンカチ卓球大会10:00～11:3021日 月
お茶・ハンカチ・帽子起震車を体験しよう10:00～11:3028日 月

持　　　　ち　　　　物

材料費100円・お茶・ハンカチ

子どもげんきはうす　　23-2323
定員

10人
行　　事　　名

押し花教室
時　間曜日日

10:00～11:304 日 金
材料費600円・よごれてもいい服20人陶芸教室（12日にも出席できる子）14:00～16:005 日 土

材料費400円・よごれてもいい服20人トールペイントに挑戦しよう
（第1回目）10:00～12:009 日 水

材料費400円・よごれてもいい服20人トールペイントに挑戦しよう
（第2回目）10:00～12:0010 日 木

陶芸教室（5日の続き絵付け）10:00～12:0012 日 土
材料費300円・お茶・エプロン・ハンカチ・タッパー
三角巾15人パン教室

（富岡公民館集合・解散）09:00～11:3019 日 土

お茶・ハンカチ10人茶道教室10:00～11:3022 日 火
お茶・ハンカチプロの人形劇をみよう10:00～11:3024 日 木
お茶・ハンカチディアボロをまわしてみよう！09:40～11:3026 日 土
お茶・ハンカチ・帽子起震車を体験しよう10:00～11:3029 日 火

伊自良支所内の一角に、乳幼児親子
を対象とした出前児童館「げんき」が
開館します。
毎月、おもちゃ作り、リズムあそび、

絵本コーナーなどいろいろな活動内容
を計画し実施していきます。

《8月の出前児童館ご案内》

◆場　所 伊自良支所内　　36-3301

◆開　館 毎月、第2・第4の木曜日（祝日は翌日）
午前10時00分～午前11時30分

◆問い合わせ先 ＊子どもげんきはうす
（子育て支援センター） 23-2323
＊高富児童館　　　　　 22-4750
＊社会福祉課　　　　　 22-6837

10日（木）

〔手作りおもちゃで遊ぼう〕

・アンパンマン

・バイキンマン

・ドキンちゃん

〔手遊びバージョンⅠ〕

・むしさん他

24日（木）

〔お話し大好き：大型絵本〕

・楽しいお話しがいっぱ

い！

〔手遊びバージョンⅡ〕

・どうぶつ体操

・この指とまれ
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～9月5日

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届け出

をされた、本市に住民登録がある方を掲載しています。

※本市に住民登録があり他の市区町村で届け出をされ、

掲載をご希望の人は市民課（ 22－6827）までご連絡
ください。

高　木

梅　原

大　桑

岩　佐

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

6月届出分

高　富

佐　賀

東深瀬

高　木

赤　尾

大　桑

小　倉

藤　倉

神　崎

岩　佐

高　富

東深瀬

西深瀬

高　木

椎　倉

赤　尾

大　桑

上　願

片　原

原

谷　合

富　永

岩　佐

3 1 , 0 3 9 人（－28人）

男　 1 5 , 2 2 0 人（－12人）

女　 1 5 , 8 1 9 人（－16人）

世 帯 数　 0 9 , 9 8 7 戸（±00戸）

前月比

人口の動き（平成18年7月1日現在）

27日
缶・ペットボトル・
びん・白色トレイ

市内全域

収集区域 出せる資源ごみ 収集日 収集時間 収集場所

9:00
～16:00

市役所北
車庫棟24・25

資源ごみ休日収集日

ごみは指定時間（午前7時30分）までに出しましょう

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

3日 23日

24日

21日

22日

9日
10日

17日
18日

29日

30日
31日

2日
（9月4日）

1日
（9月1日）

2日
（9月4日）

3日
（9月5日）

4日

17日

18日

15日

28日

15日

21日

24日

22日

24日

25日

4日
（9月1日）

14日

8日

5日
（9月2日）

9日

8日

10日

12日

19日

16日

16日

11日

2日 7日

8日1日
（9月5日）

7日
（9月4日）

カン・白
色トレイ

びん・ペッ
トボトル

不燃ごみ
粗大ごみ

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・南
屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

北武芸

原

谷合

乾

富波

岩佐

中洞

高木（高木東・阿原を
除く）
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山県市
〒501-2192
岐阜県山県市高木1000 ―1
総務部秘書広報課
0581―22―6821
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平成18年8月1日発行
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数
を

要
し
て
、
こ
れ
ら
の
卓
越

し
た
古
墳
群
を
築
造
し
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

中
洞
地
区
（
旧
美
山
町
）
に
は

六
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
ま
で

の
、
須
恵
器

す

え

き

・
金
環

き
ん
か
ん

・
管
玉

く
だ
た
ま

・

刀
子

と
う
す

・
鉄
鏃

て
つ
ぞ
く

な
ど
を
出
土
し
た
、

横
穴
式
の
古
墳
（
中
洞
古
墳
）
が

所
在
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺

物
は
、
死
者
と
と
も
に
副
葬
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

今
、
私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る

こ
の
地
域
で
は
、
千
三
百
年
ほ
ど

前
に
存
在
し
た
先
人
た
ち
の
生
活

土
盛
り
や
石
積
み
の
あ
る
墳
墓

（
古
墳
）
が
多
く
造
営
さ
れ
、
弥

生
時
代
に
継
い
で
、
三
世
紀
後
半

こ
ろ
か
ら
七
世
紀
こ
ろ
ま
で
を
、

古
墳
時
代
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

市
内
に
現
存
す
る
古
墳
は
、
市

域
南
部
の
沖
積
地
に
面
す
る
丘
陵

や
段
丘
の
端
部
に
、
古
墳
後
期
の

も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

大
門
地
区
（
旧
伊
自
良
村
）
で

は
、
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
に

わ
た
り
造
営
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、

数
多
く
群
れ
を
な
す
横
穴
式
の
円

墳
が
所
在
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
部
に
は
、
大
小
の
石
材

を
積
み
上
げ
て
、
死
者
を
安
置
す

る
玄
室

げ
ん
し
つ

が
保
た
れ
て
お
り
、
ま
た
、

そ
の
通
路
に
あ
た
る
羨
道

せ
ん
ど
う

は
、
崩

〜
後
生
へ
の
贈
り
物
〜

古
墳
を
造
営
し
、
権
力
者
を
中
心
と
し
た

地
域
の
ま
と
ま
り
を
感
じ
さ
せ
る
「
古
墳
時
代
」

大門古墳（2号墳）

の
一
部
を
、
古
墳
の
所
在
や
出
土

し
た
副
葬
品
な
ど
か
ら
、
垣
間
見

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。

市
内
に
点
在
す
る
古
墳
は
、
お

も
に
地
域
の
権
力
者
が
埋
葬
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
権

力
の
強
さ
と
土
木
技
術
の
高
さ
に
、

驚
き
を
覚
え
ま
す
。
ま
た
、
権
力

者
を
中
心
に
、
地
域
と
し
て
の
ま

と
ま
り
を
持
つ
生
活
空
間
が
あ
っ

た
こ
と
を
、
私
た
ち
に
語
り
か
け

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 中洞古墳より出土した遺物




